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二輪草だより掲載記事は、ホームページからより詳しい内容をご覧いただけます。

センターの活動予定

病児一時預かり室・バックアップナース・病後児保育室・カウンセリング相談
【９月２０日～１０月１９日までの利用状況】

病児一時預かり室 登録者 ４３名 利用回数 １回

バックアップナース 稼働回数 8回

病後児保育室 登録者 ７３名 利用回数 ３回

カウンセリング相談
利用回数 5回

＊病児一時預かり室・病後児保育室は全職員・学生がご利用になれます。

◆11月5日（金） 筑波大学附属病院ご来学
◆11月24日（水） 「医学部学生と女性医師の語る夕べ」開催
◆11月末日 二輪草プラン推進委員会議
◆11月末日 二輪草だより11月号発行

【お問い合わせ先】

旭川医科大学 二輪草センター（復職・子育て・介護支援センター）
〒078-8510
北海道旭川市緑が丘東2条1丁目1-1
TEL 0166-69-3240（内線3240) サンニンヨレ FAX  0166-69-
3249
E-mail: nirinsou@asahikawa-med.ac.jp
開設時間7時45分～18時00分

病後児保育室からのお知らせ

暑かった夏も終わり、この頃は急激に気温も下がってきました。最低気温が一桁の日も
あり空気も乾燥しているなか、体調が崩れているお子さんもいるのではないでしょうか？
また、インフルエンザもそろそろ流行ってきているようです。
病後児保育室では、利用者がいない場合は伝染性疾患回復期のお子さんもお預かりし
ていますが、インフルエンザ につきましては 担当職員の予防接種が 終了していないため、
現在は対応しておりません。ご理解の程宜しくお願い致します。
なお、年末年始の予定ですが、12月29日（水）～1月3日（月）まで
お休みとなりますので、ご了承ください。

「NPOイ―ジェイネット」法人会員登録記念

『イブニングセミナー』終了報告

10月20日（水）、『イブニングセミナー』を開催し、55名の方が参加されました。
まずはじめに、二輪草センター 岸部麻里助教から「介護についてのアンケート結果報告」

があり、職員の多くが丌安を抱えていること、本学の介護支援制度を知らない方が多いこと等
を受けて、介護について理解するためのセミナーの開催や相談窓口を設置し、情報提供、専
門部署への紹介、精神面の支援などが提案されました。
続いて職場適応支援室 菊地美登里看護師長より 「看護部 における復職支援の取組と

実績」の発表が行われ、復職支援プログラムの内容説明 とともに、復職者数が 平成20年度
から徐々に増加傾向にあり、産休・育休後も生き生きと働いている状況について報告がありま
した。

その後、特別講演として 島根大学医学部 放射線医学講座
がん放射線治療教育学 教授 ワークライフバランス支援室長
内田 伸恵先生をお招きし 『働きやすく学びやすい大学を目指
して 島根大学医学部ワークライフバランス支援室の取組』につ
いてお話いただきました。
４５％を女性が占めている島根大学医学科は、卒後研修制度
以降、大学病院に残る研修医が激減する中、女性研修医や看
護師にとって働きやすい病院とする目的で 文科省医療人GPの
採択を受け 「女性スタッフ支援室」が開設されました。現在は、
性の区別なく皆が働きやすく学びやすい医学部・附属病院を目
指し 「ワークライフバランス支援室」と名称を変更し積極的な支

援活動を行っています。
支援内容は、キャリア教育、相談窓口、保育支援、情報発信、時短勤務の 提供・復帰支援
の５事業に分かれています。 その中でも 保育支援は、学内保育所、病児・病後児保育室の
他 に学童一時託児を今年度 10月より開始し、夕方の会議等 にも 対応しているということで
した。また、医療人が末永く 従事できるように、 若いうちから 家庭と仕事の 両立意識を高め
てもらおうと キャリア教育 にも力を入れています。対象は新人看護師、研修医、学部学生に
とどまらず、医学部のオープンキャンパスや県内の高校でも 講演会や座談会を開催している
ということでした。
講演後には 常勤の育児短時間勤務を 医局の中でどのように
浸透させて行ったら良いかや、学童一時託児のシステムについ
て活発に質問が出るなど、大変有意義な時間を過ごすことがで
きました。
また、今回の講演会では、国立大学で唯一“働きやすい病院
評価事業”の認証取得をされている島根大学病院に旭川医大
も続くようにと、意識を高めることが 出来たのではないかと 思い
ます。
内田先生にはお忙しい中遠方までお越し頂き、貴重なご講演

を頂きましたことに、心より感謝を申し上げます。
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